
おさしづは宝　　刻限中心編・明治三十二年

明治三十二年十月五日
刻限話
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼ウヽヽヽヽヽだん／＼、筆にしっかりと取れ。だん／＼これまで／＼。ウウヽヽヽヽヽ、よう／＼、さあ／＼よう／＼、さあどういう事話し掛けるやら一寸知れんで。さあだん／＼これまで／＼筆に知らしてある。あれこれ何ぼ出してあれども、一々いつ／＼の日、どう誰の事情どうこうやと、万事順序改めて、皆一つの精神よく／＼聞き分け。一日二日の事情、この心見てやれ。その心よう聞き分けてやれ。何度々々のさしづ、時々の理から送り、これからの事情行きよいもの。鮮やかな事情だん／＼事情、幾重何度のさしづ。古き事情、さしづ事情も出してある。教祖存命の間から話よう聞き分けて居るやろう。長い間の事情筆に取りてもあろう。三十六年の間、それから裏鍛冶屋、それから表は大工。これ何でも無いようなものと思てはならん。これよう／＼の間年限の間から、一時暮れて了い、日々の日は存命の間も同じ事、裏表この理よく聞き分けてくれ。今日という日、これだけすれば十分と思うやろう。世上から見れば、花の咲いたるようなもの。花の中に住んで一日の日も、内らは安心の日は無い。先々名称あちらこちら、旅をした時に休みするようなもの。皆それ／＼繋ぎ合うて／＼、後々の日、又よう／＼もう一度さしづ、分かってくれと言うた日、そのさしづよう聞き分けてくれ。伏せ込みというは何処から見ても動かぬ理。裏という表という道、一つの中に曇りは無いものや。返やし返やしの話、花と花との中なれば、一つの理を諭して、これから一つ聞き分け。一人は暮れた、又々一人暮れた。又後一人伏せ込んだる理、一本植え込んだる理。月は変われど日は変わらん。これ聞き分け。場所という、この一つ聞き分けてくれにゃならん。影こそ無けれど、どんな働きするや知れん。二人子供花咲く。一本から出た芽、どんな花咲くとも知れん。西から始めて東という。東は居宅という。当分の処、心養い気を養い、暫くの処、あちらへ一晩こちらへ一晩、それから順序始め掛ける。筆に取りてくれ／＼。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

さあ／＼ウヽヽヽヽヽだん／＼、筆にしっかりと取れ。だん／＼これまで／＼。ウウヽヽヽヽヽ、よう／＼、さあ／＼よう／＼、さあどういう事話し掛けるやら一寸知れんで。さあだん／＼これまで／＼筆に知らしてある。あれこれ何ぼ出してあれども、一々いつ／＼の日、どう誰の事情どうこうやと、万事順序改めて、皆一つの精神よく／＼聞き分け。

(さあ／＼ウヽヽヽヽヽ〈諭しても諭しても、可愛い子供に真実の理を伝える事が出来ない親神様の苦しみに堪えようとされる、言葉に出せない御胸の内〉　だん／＼と聞き分けて心を改める事が出来るよう、筆にしっかりと書き取れ。だん／＼とこれまで／＼諭して来た事ばかりを話すで。
ウウヽヽヽヽヽ〈一分一秒でも早く聞き分けて貰いたいばかりの親神様の切なる御胸の内〉、よう／＼の道、さあ／＼よう／＼の道の話をするなれど、さあどういう事を話し掛けるやら一寸には知れんで。
さあだん／＼と聞き分けて真実の心を定め、たとえ少しずつでも実践をしなければ何も始まらない神一条の道であると、これまで／＼も筆に知らしてある事やで。
あれやこれやと何ぼ出してあれども、一々その場限りの事情のように思って聞き、いつ／＼の日のさしづは誰の事であって、どういう日は誰の事情やどうこうやと言うような事であるが、それは大間違いであり、神が諭す万事の話は皆々に諭しているのであって、どんな事も世界一列救けの為に尽くす天然自然順序の道を運んでくれるようと諭して居るのやから、それをしっかりと聞き分け心を改めて、皆々一つの精神〈我が身どうなろうとも道の為・世界の為に尽くそうとする誠の精神〉を定めなければならないという事をよく／＼聞き分けてくれ。)

一日二日の事情、この心見てやれ。その心よう聞き分けてやれ。何度々々のさしづ、時々の理から送り、これからの事情行きよいもの。鮮やかな事情だん／＼事情、幾重何度のさしづ。古き事情、さしづ事情も出してある。 

(神の話を聞いて成る程と心に治め、一日二日の内に治めようとする澄み切った事情によって真実の理は治まるが、この心より他に治まる理は無いという事をよく見てやってくれ。
その素直な心が、世界救けの為の真実誠の道の台と成るという事をよう聞き分けてやってくれ。
それを諭す為の何度々々のさしづであって、その時々の理〈誰々の伺い、何々の伺い、刻限等〉から皆々に神の思惑を伝えようとしているが、それを速やかに聞き分けて運ぼうとするならこれからの事情は段々と行きよいものに成るのやで。
明らか鮮やかな事情がだん／＼と見えるように成るのは、速やかに聞き分けて尽くそうとする誠の事情が積み重なるからであり、その為の幾重何度のさしづと言うのや。
皆々のひながたとなって教祖が運んだ古き事情も、今それぞれが運ぶべきさしづの事情も皆出してあるのやで。)

教祖存命の間から話よう聞き分けて居るやろう。長い間の事情筆に取りてもあろう。三十六年の間、それから裏鍛冶屋、それから表は大工。これ何でも無いようなものと思てはならん。
これよう／＼の間年限の間から、一時暮れて了い、日々の日は存命の間も同じ事、裏表この理よく聞き分けてくれ。
 
(教祖存命の間の五十年にも渡る苦労艱難の道からこれだけの道が始まったという話は、皆々もよう聞き分けて居るやろう。長い間の苦労艱難の事情は筆に取りてもあろう。
又、頼りになる者は誰も居ないような三十六年の間、それから尽くした裏の理は鍛冶屋であり、それから尽くした表の理は大工である。これを何でも無いようなものと思ってはならんで。

これだけのよう／＼の間の長い年限の苦しみの道の間からここまでの道が出来て来たのであり、一時の処は結構を見ずして暮れて了いはしたが、結構を見ずして尽くし果たした日々の日は末代続く天の理となって治まったからこそこれだけの道が出来て来たのであって、それは教祖存命の間も同じ事であり、裏表無く尽くし果たしたこの理によってこれまでの道が出来たという事をよく聞き分けてくれるよう。)

今日という日、これだけすれば十分と思うやろう。世上から見れば、花の咲いたるようなもの。花の中に住んで一日の日も、内らは安心の日は無い。先々名称あちらこちら、旅をした時に休みするようなもの。皆それ／＼繋ぎ合うて／＼、後々の日、又よう／＼もう一度さしづ、分かってくれと言うた日、そのさしづよう聞き分けてくれ。

(今日という日を見るなら、これだけすれば十分と皆思うやろう。
なれど、世上から見れば未だ何も治まっていないのであって、ほんの一寸の花の咲いたるようなものというだけの事や。
神の庭に咲いた花の中に住んでいながら、一日の日〈これからは濁り切った人間心を捨てて、何事も神様の思惑通りに連れて通して頂こうという真実の心の定まりの理〉も無いような事では、内ら〈自分達の先々の理〉は安心の日は無いのやで。
先々に置いて名称の理があちらこちらに治まっても、明らか鮮やかな理が働かなければどうする事も出来ないのであって、旅をした時に休みをするようなものや。皆それ／＼が繋ぎ合うて／＼、さしづ通りの道を通り抜けてこそ結構な後々の日が治まるのであり、又長い年限のよう／＼の道を治める為に、もう一度さしづの理を訪ねて真実誠の神の思惑を分かってくれと言うた日も治まるのであるが、その為のさしづの理をよう聞き分けてくれと言うのやで。)

伏せ込みというは何処から見ても動かぬ理。裏という表という道、一つの中に曇りは無いものや。
返やし返やしの話、花と花との中なれば、一つの理を諭して、これから一つ聞き分け。一人は暮れた、又々一人暮れた。又後一人伏せ込んだる理、一本植え込んだる理。月は変われど日は変わらん。

(神が受け取る真実誠の伏せ込みというは、何処から見ても心動かぬ理やで。裏という道〈人間の事情を持って運ぶ道〉と表という道〈神様の思惑通りに運ぼうとする真実誠の神一条の道〉、神の思惑通りの道を通ろうとする一つの道の中には、曇りは少しも無いものやで。
それを伝える為に返やし返やしの話をして居るが、道の為・世界の為に尽くそうとする花と花との中なれば、何処まで行っても人間の思うように成らない天然自然順序の道に満足たんのう治めて、生涯変わらぬ心で貫き通してこそ末代続く誠天の理が治まるという一つの理を、誰にも遠慮無く諭してこそ道であり、これから一つの道を聞き分けるがよいと言うのや。
これまでも、生涯尽くし果たしたまま一人は暮れた道が有り、又々一人暮れた道が有るのやで。
又そんな者達の子供として生まれる処の、後一人の長い年限伏せ込んだる理によって世界中に道が伝わるのであるが、それだけの因縁を寄せて一つにして、一本植え込んだる理が明らか鮮やかな世界救けの道である。
年月は変われど、生涯掛けて尽くし果たした誠の日は存命のまま働き続けるのであって、いついつまでも変わらんのやで。)

これ聞き分け。場所という、この一つ聞き分けてくれにゃならん。影こそ無けれど、どんな働きするや知れん。二人子供花咲く。一本から出た芽、どんな花咲くとも知れん。西から始めて東という。東は居宅という。当分の処、心養い気を養い、暫くの処、あちらへ一晩こちらへ一晩、それから順序始め掛ける。筆に取りてくれ／＼。
 
(又これをよく聞き分けてくれ。場所〈これから先の自分の立ち位置。心の治め方〉という、この一つを聞き分けてくれにゃならんで。今は未だ影かたちこそ無けれど、これから先は心次第でどんな不思議な働きをするやら知れんで。
教祖の子供として生まれた二人の子供の処から、真実誠の花が咲くで。その一本から出た芽によって、どんな大きな花が咲くとも知れん。西〈西は日の沈む処であり、結構な道を見ずして暮れてしまった者の処〉から真実誠の神一条の道を始め掛けて、東〈日の昇る処であって、今現在表の道を通って居る者の処〉へ伝わるという。東の者が聞き分けて治めなければならない大事な理は、居宅〈日々暮らす元の理であって、日々の心の治め方〉と言う。
当分の処は、皆々で心を養い気を養いすれば善いのだが、暫くの処は、あちらへ一晩、こちらへ一晩と真実誠の神の話をすればよいのであって、それから段々と世界救けの為の天然自然順序の道を始め掛けるのやで。
それだけの事をしっかりと筆に取りてくれ／＼。



明治三十二年十一月二日　午前四時頃
刻限
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼一寸一つ話、さあ／＼どういう事知らす。どんな事を聞かすやら分からん。さああっちでも手が鳴る、こっちでも手が鳴る。鳴ってから、あら何でやいなぁと言うてはなろまい。さあ刻限知らす事は違わんで。あちらで声がする、こちらで声がする。何でやろう。行く先々前々より知らしたる事見えてない。道を知らする事、度重なると分かる。一時筆取りたらあら／＼の事も悟るやろう。初めも知らす。身の直る事まで。これさあ刻限々々。刻限の話理によりて深く見にゃならん、聞かにゃならん。いかな事も、詰みて／＼詰み切ってある。外から見たら、むさくろしいてならん。さあ掃き掃除拭き掃除、掃除に掛かれば箒も要る。どんな道具も要る。拭き掃除にも道具が要る。要らん道具は要らん。どんな働きもする。怖わいと思わにゃならん。嬉しいと思わにゃならん。勇まにゃならん。実々どんな道が付くとも計られん。何でも諭さにゃならん。うっとしいてならん。明らかなるめん／＼心から、どうもならん。いかな事も聞き分け。重なりたら、間違いの理が重なれば、どんな事こんな事もある。一人残してある。皆の者も、皆手を打たねばならん／＼という理を、一寸諭し置こう。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

さあ／＼一寸一つ話、さあ／＼どういう事知らす。どんな事を聞かすやら分からん。さああっちでも手が鳴る、こっちでも手が鳴る。鳴ってから、あら何でやいなぁと言うてはなろまい。さあ刻限知らす事は違わんで。あちらで声がする、こちらで声がする。何でやろう。行く先々前々より知らしたる事見えてない。道を知らする事、度重なると分かる。

(さあ／＼一寸やそっとでは無いたった一つの世界救け道の話をするで、さあ／＼どういう事を知らすやら分からん。どんな事を聞かすやら分からん。
さあ、あっちでも手が鳴る〈真実誠の世界救けの道が知れ渡る〉、こっちでも手が鳴る。鳴ってから、あら何でやいなぁと言うてはなろまい。
さあ、刻限の理によって知らす事は少しも違わんで。速やかに聞き分けようとすれば直ぐに治まって、あちらで声〈世界治まる為の真実誠の教え〉が聞こえる、こちらで声が聞こえるというように成るのや。
そうして神の教え通りに運んで居ても、苦労ばかりしなければ成らないのは何でやろうと思うであろう。
一時の苦労艱難の道によって行く先々を救けるという事が分からんのは、前々より知らしたる事が見えてないからや。
何処まで行っても人間の思い通りに成らない神の道を満足たんのうして通り抜けるなら、結構な先々の理が治まると知らする事は、段々と度重なると分かるように成るのやで。)

一時筆取りたらあら／＼の事も悟るやろう。初めも知らす。身の直る事まで。これさあ刻限々々。刻限の話理によりて深く見にゃならん、聞かにゃならん。いかな事も、詰みて／＼詰み切ってある。外から見たら、むさくろしいてならん。さあ掃き掃除拭き掃除、掃除に掛かれば箒も要る。どんな道具も要る。拭き掃除にも道具が要る。要らん道具は要らん。どんな働きもする。
 
(どうでも神の思うように成って来る一事の道である事を筆に取りたら、多くの者が、あら／＼の事も悟るように成るやろう。段々と悟る事が出来るように成れば、世界救けの為の本道の創め出しの理も知らすで。身〈日々の心づかい、心の治め方〉の直る事まで知らすで。これだけの理が、さあ刻限々々の理である。
刻限の話は、速やかに聞き分けようとする澄み切った理によりて治まるが、その為には、濁り切った人間心を捨てて教えられた理を深く見にゃならん、聞かにゃならんと言うのやで。
いかな事も、もう土壇場まで詰まって／＼詰み切ってあるのや。こんな濁った道を外〈世界〉から見たらむさくろしいてならんのや。
さあ掃き掃除拭き掃除、掃除に掛かれば箒も要るで。どんな道具も要る。拭き掃除にも道具が要る。要らん道具は要らん。速やかに神の思惑に沿おうとする真実の心さえあれば、どんな働きもするのやで。)

怖わいと思わにゃならん。嬉しいと思わにゃならん。勇まにゃならん。実々どんな道が付くとも計られん。何でも諭さにゃならん。うっとしいてならん。明らかなるめん／＼心から、どうもならん。いかな事も聞き分け。重なりたら、間違いの理が重なれば、どんな事こんな事もある。一人残してある。皆の者も、皆手を打たねばならん／＼という理を、一寸諭し置こう。
 
(道の為・世界の為に尽くそうとする真実が定まらなければ、長い間に積み重ねた己の悪因縁から逃れる事は出来ないのやから、先々の道は怖わいものと思わにゃならんのや。
世界の為に尽くそうとする真実さえ定まれば、何より大切な世界救けの道の為に守り通されるのやから、嬉しいと思わにゃならんで。
そうであるからこそ、日々心勇まにゃならんのや。勇みさえすれば、実々どんな結構な道が付くとも計られん。皆々で救け合って勇め合う理が神の勇む理であるが、その為には、何でも遠慮なく諭さにゃならんのや。
神の思惑通りの道を話せないような残念の理は、うっとしいてならん。
明らかなるめん／＼の心から世界中に道が広がるが、速やかにさしづの理を聞き分けて運ぼうとする精神が定まらないからどうもならんのや。
いかな事も心一つの道である事を聞き分けてくれ。
どんな理もこんな理も重なりたら大きなものに成るが、間違いの理が重なればどんな恐ろしい事に成るやも知れず、心一つでどんな事もこんな事もあるのや。
それを知らす為に一人残して神の道の研究をさせ、神の思惑通りの道を諭させてあるのや。
皆の者もそれを速やかに聞き分けて、皆々で手を打たねばならん〈手だてを講じなければならない〉／＼という理を、一寸諭して置こう。





明治三十二年十一月三日
昨夜の刻限のおさしづに付、本部員一同打ち揃いの上願
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼だん／＼尋ねる処、刻限順序の理を尋ねる。刻限というものは、何時でも話するものやない。刻限は詰まり／＼てどうもならんから、それ／＼決まりた理を知らす。何の事でも違うという事は一つも無い。なれど、これまでというものは、刻限の理を聞きながら、どうもならん。何を聞いて居たのやら分からんようなもの。どうでも刻限は間違わん。刻限は積もり積もらにゃ話出けん。時々諭した処が分からん。そこで、何ぼ言うたて分からん。刻限は積もり／＼ての刻限である。善き事は何ぼ遅れてもよいがなれど、成らん適わん声も無く、堪えるに堪えられん事察してみよ。誰の事とは言わん。紋型無き処からの道理を見れば、嘘はあろまい、間違いはあろまい。言い難くい事も言い、難しい事も解きほどきて一つ扱う。世上から眺めて聞くにも聞かれん、見るに見られん、心にあれど口には出せぬが理。よっく聞き分け。又集まりて刻限道理から一つ道あれば、疑う事出来ようまい。よう聞き分け。同じ多くの中に一つ、多くの中の中がある。どういう事に思うか。一つ入り込んで居る。皆々日々話伝えて居るは、中の中である。一つ諭の中、道理がある。元という中に一つ聞いて成程は理であろ。どういう事ぞいな。あんな事か。と、これで道として理に当たるか、理に当たらんか。日々働いて居る／＼。よう聞き分け。人の事と思うなよ。我が事になってから、どうもならん。これ聞き分け。何ぼどういう事を言うたて、言うのが悪いなあ、言うてはいかんなあ。包んで居ては真実真の事とは言わん。我が身捨てゝも構わん。身を捨てゝもという精神持って働くなら、神が働く、という理を、精神一つの理に授けよう。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

さあ／＼だん／＼尋ねる処、刻限順序の理を尋ねる。刻限というものは、何時でも話するものやない。刻限は詰まり／＼てどうもならんから、それ／＼決まりた理を知らす。何の事でも違うという事は一つも無い。なれど、これまでというものは、刻限の理を聞きながら、どうもならん。何を聞いて居たのやら分からんようなもの。どうでも刻限は間違わん。刻限は積もり積もらにゃ話出けん。時々諭した処が分からん。そこで、何ぼ言うたて分からん。
 
(さあ／＼だん／＼心を澄まして、末永く人として生かせて貰う為にさしづを尋ねる処であるが、天が受け取る誠の理というは、世界救けの為に尽くそうとして刻限順序の理を尋ねるという事やで。
刻限というものは何時でも話するものやない。
刻限という理は、今直ぐに聞き分けて実践しなければならない時旬の理が詰まり／＼てどうもならん事に成ってしまったから、速やかな理に改める為にそれ／＼決まりた理を知らすという事やで。
刻限の理で知らす事は先々を見通して諭す明らかな理ばかりであるから、何の事でも違うという事は一つも無いのや。なれどこれまでというものは、刻限の理を聞きながら、何時も他人事のように思って居たからどうもならなんだのや。
他人事だと思えば心通りに理が働かないのやから、何を聞いて居たのやら分からんようなものであろう。
どうでも心通りの道に成るよう働く刻限の理は、少しも間違わんで。
刻限の理は積もり積もらにゃ話す事は出けん。その時々に諭した処が、明日も有るから大丈夫というような事では、真剣に聞く事が出来ないから分からんのや。
そこで差し迫った刻限の理は、今ここで速やかに聞き分けなければ治まらんと、何ぼ言うたて分からん。)

刻限は積もり／＼ての刻限である。善き事は何ぼ遅れてもよいがなれど、成らん適わん声も無く、堪えるに堪えられん事察してみよ。誰の事とは言わん。紋型無き処からの道理を見れば、嘘はあろまい、間違いはあろまい。言い難くい事も言い、難しい事も解きほどきて一つ扱う。世上から眺めて聞くにも聞かれん、見るに見られん、心にあれど口には出せぬが理。よっく聞き分け。
 
(刻限は積もり／＼ての刻限である。善き事は何ぼ遅れてもよいが、悪しき事は速やかに改めなければならないのであって、速やかに心を改める理を受け取るなれど、神の思惑通りの道に成らん、叶わんという声〈誠の思案〉も無く、世界一列を速やかに救けたいという真実誠の神の思惑が分からんようでは、先々の道は堪えるに堪えられんという事を察してみよ。
皆々に言うて居るのであって、誰の事とは言わんで。紋型無き処から尽くし果たした理によってここまでの道が出来て来たという一つの道理を見れば、神の話に嘘はあろまい、間違いはあろまい。
言い難くい事も言い、難しい事も解きほどきてこそ真実誠の一つの道を扱うのやで。
世上から眺めて聞くにも聞かれん、見るに見られんという嘆かわしい理は、真実誠の神の道が心にあれど、遠慮して口には出せぬというが大きな残念の理である。よっく聞き分けてくれるよう。)

又集まりて刻限道理から一つ道あれば、疑う事出来ようまい。よう聞き分け。同じ多くの中に一つ、多くの中の中がある。どういう事に思うか。一つ入り込んで居る。皆々日々話伝えて居るは、中の中である。一つ諭の中、道理がある。元という中に一つ聞いて成程は理であろ。どういう事ぞいな。あんな事か。と、これで道として理に当たるか、理に当たらんか。日々働いて居る／＼。
 
(又、皆々が集まりて刻限通りに治めようとする誠の道から、世界の為に尽くそうとする一つ道があれば、何も疑うような事は出来ようまい。
よう聞き分け。同じ多くの中にも真実誠の一つの道が有り、中の中〈世界の為に尽くそうとする神一条の道の中の、本真実の道〉があるのや。それをどういう事に思うか。
何もかも捨てて世界救けの為に尽くさせて頂きたいと願い出る者が居るから、心通りに神が入り込んで働いて居るのやで。
神が入り込んで、皆々に日々の心の治め方の話を伝えて居るのは、中の中であるからやで〈末代までも身も心も天に供えて、どうか世界救けの為に尽くさせて頂きたいと願い出るからや〉。
何もかも天に供えて神の思惑通りの道を伝えようとする一つの諭しの中に、結構な末代の理が治まる道理があるのや。
そうして諭す元の話という中に、一つ聞いて成程と治めるは誠の理であろう。
どういう事ぞいな。なんだあんな事か。と、他人事のように聞いて居たら、これでは道として真実の理に当たるか、残念の理に当たらんか、よう思案してくれ。
どんな心も見分けて、心通りの道に成るよう日々働いて居る／＼のやで。)

よう聞き分け。人の事と思うなよ。我が事になってから、どうもならん。これ聞き分け。何ぼどういう事を言うたて、言うのが悪いなあ、言うてはいかんなあ。包んで居ては真実真の事とは言わん。我が身捨てゝも構わん。身を捨てゝもという精神持って働くなら、神が働く、という理を、精神一つの理に授けよう。

(よう聞き分け。真実誠の神の道を人の事とは思うなよ。
人の事だと思って心通りに道が何処かへ行ってしまい、恐ろしい先々の道が我が事になってからではどうもならんのや。
又これもよう聞き分けてくれ。何ぼどういう事を言うたとて、苦労をするのは道が間違っているからや、と、言うのが悪い事やなあ、そんな事を言うてはいかんなあ。
大難小難の理を働かせ、一時の苦労艱難の理に代えて先々を救ける真実の道であるが、そんな大事な事を人に話す事も出来ず、包んで居ては真実真の事とは言わんのや。
道の為・世界の為なら我が身捨てゝも構わん。身を捨てゝもという精神持って働くなら、神が十分に働くという理を、精神一つの理に授けよう。)



暫くして
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼もう一言／＼押して置こう。さあ／＼もうこれ、どうでもこうでも、掃除という。刻限出した限りには、仕遂げにゃならん。掃除仕遂げる。隅から隅まで掃除に掛かる、掃除に掛かりたら、あちらこちら声が聞く／＼。どんな事を聞いても、心を授けた限り、一名一人の心という。おめも恐れも無い。控え心は受け取る事出けん、と諭し置こう。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

(さあ／＼もう一言／＼押して置こう。さあ／＼もうこれ、どうでもこうでも成って来る理が世界一列の胸の掃除と言うのやで。刻限の理で出した限りには誰も逃れる事は出来ないのであって、必ず仕遂げにゃならんのや。
世界一列を救ける為に、皆々の胸の掃除を仕遂げると言うのやで。隅から隅まで掃除に掛かるで、一列の胸の掃除に掛かりたら、あちらこちらで右往左往する声が聞こえる／＼。
どんな事を聞いても、一列の胸の掃除の間は、長い間に積み重ねた悪因縁を果たさなければ成らないからどうする事も出来ないが、心一つ自由用の理を授けた限りは、皆々濁り切った人間思案を捨て切って世界救けの為に尽くそうとする真実の心を貫き通せば善いのであって、その為の一名一人の心と言うのや。
何があろうとも道の為・世界の為に尽くそうとする精神さえ定まれば世界は救けられるのであって、おめも恐れも無いで。
恐れて控えるような残念な心は受け取る事出けん、と諭して置こう。)
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